
観点別学習状況の総括と評定【中】

１ 題材における観点別学習状況の総括の仕方の例

総 括 の 流 れ 総 括 の 仕 方

具体の 観点別の ◎は「十分満足できる状況 、○は「おおむね満足できる状」

評価規準 評価 況 、△は「努力を要する状況」」

観点アは、２つの評価規準を設定している。

どちらか 今回は、２つの評価規準に重点を置かないで評価した。

に重点を

ア－① 置かない ・◎◎の場合はＡ

で、同レ ＡＢＣ ・◎○、○◎、○△、△◎の場合はＢ

ア－② ベルの評 ・△△の場合はＣ

。価をする

＊○◎の場合で、題材を通して本人としての向上が著しい

場合を で示し、Ａとした。

イ－① それぞれ イ、エとも、それぞれ１つの評価規準である。

１観点か ＡＢＣ

エ－① ら評価す ◎はＡ、○はＢ、△はＣ

る。

この方法によって総括した結果が、以下の集計表である 【２年生２学期 題材③】。

音楽への関心・ 音楽的な感受や 表現の 鑑賞の能力

番 氏名 意欲・態度 表現の工夫 技能

号

総 括 総 括 総 括ア① ア② 個人内 イ① 個人内 エ① 個人内

Ｂ Ｂ Ｂ１ ◎ ○ ○ ○

Ａ Ａ Ａ２ ◎ ◎ ◎ ◎

Ｂ Ｂ３ ○ ○○ ◎ Ａ

Ｃ Ｃ Ｃ４ △ △ △ △

Ｂ Ｂ Ｂ５ ○ ◎ ○ ○



【２年生２学期】２ 学期末における観点別学習状況の総括及び評定の仕方の例

それぞれの題材の総括を集計し学期の評定を出す。

学音楽への関心・ 音楽的な感受や 表現の技能 鑑賞の能力

期番 意欲・態度 表現の工夫

末氏 名

総 総 総 総 の題 題 題 題 題 題 題 題 題 題 題 題 題 題 題 題

括 括 括 括 評号 材 材 材 材 材 材 材 材 材 材 材 材 材 材 材 材

定① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④

３１ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ ＢＢ Ｂ Ｂ Ｂ

５２ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ ＡＡ Ａ Ａ Ａ

４３ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ ＡＡ Ｂ Ａ Ｂ

２４ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ ＢＣ Ｂ Ｃ Ｂ

(1) 学期末における観点別学習状況の総括の仕方【題材①～④の組合せ】

＊４観点に重み付けをしない場合の例である。

評価規準が３つの場合 評価規準が４つの場合

総括がＡ ＡＡＡ、ＡＡＢ ＡＡＡＡ、ＡＡＡＢ

、 、 、 、 、総括がＢ ＡＡＣ、ＡＢＢ、ＡＢＣ ＡＡＡＣ ＡＡＢＢ ＡＡＢＣ ＡＡＣＣ ＡＢＢＢ

、 、 、 、 、ＡＣＣ、ＢＢＢ、ＢＢＣ ＡＢＢＣ ＡＢＣＣ ＡＣＣＣ ＢＢＢＢ ＢＢＢＣ

ＢＢＣＣ

総括がＣ ＢＣＣ、ＣＣＣ ＢＣＣＣ、ＣＣＣＣ

(2) 学期末における評定の仕方【４観点の総括の組合せ】

＊ の評 定 ５ ４ ３ ２ １ 「ＡＡＡＢ」

場合でも、Ｂが著

ＡＡＡＡ ＡＡＡＣ、ＡＡＢＣ ＡＣＣＣ ＢＣＣＣ しくＡに近いＢのＡＡＡＢ

各観点の ＡＡＢＢ ＡＡＣＣ、ＡＢＢＢ ＡＢＣＣ ＣＣＣＣ 場合は、５と評定

総括結果 ＡＢＢＣ、ＢＢＢＢ ＢＢＣＣ する場合もあり得

ＢＢＢＣ る。校内での共通

。理解が必要である



【２年生】３ 学年末における観点別学習状況の総括の仕方の例

学年末評定１学期末評定 ２学期末評定 ３学期末評定

音 音 表 鑑 評音 音 表 鑑 音 音 表 鑑 音 音 表 鑑評 評 評

楽 楽 現 賞 定楽 楽 現 賞 楽 楽 現 賞 楽 楽 現 賞定 定 定

へ 的 の のへ 的 の の へ 的 の の へ 的 の の

の な 技 能番 の な 技 能 の な 技 能 の な 技 能

意 感 能 力意 感 能 力 意 感 能 力 意 感 能 力

欲 受氏 名 欲 受 欲 受 欲 受

・ や・ や ・ や ・ や

関 表号 関 表 関 表 関 表

心 現心 現 心 現 心 現

・ の・ の ・ の ・ の

態 工態 工 態 工 態 工

度 夫度 夫 度 夫 度 夫

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ ３１ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ４ ３ ３

Ａ Ａ Ａ Ａ ５２ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ４ ５ ５

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ ３３ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ３ ４ ４

Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ ２４ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ３ ２ ２

Ａ Ｂ Ｂ Ａ ４５ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ４ ４ ５

Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ ３６ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ２ ３ ３

Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ ３７ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ３ ３ ２

(1) 学年末における観点別学習状況の総括の仕方

学年末の総括 学期の総括の組合せ

総括がＡ ＡＡＡ、ＡＡＢ

総括がＢ ＡＡＣ、ＡＢＢ、ＡＢＣ、ＡＣＣ、ＢＢＢ、ＢＢＣ

総括がＣ ＢＣＣ、ＣＣＣ



(2) 学年末の評定の仕方

評 定 ５ ４ ３ ２ １

５５５ ５４４ ４３３ ３２２ ２１１

各学期末 ５５４ ４４４ ３３３ ２２２ １１１

の評定 ４４３ ３３２ ２２１

学年末の評定は原則として、上記のとおりである。ただし、本人が学年末に向けて著しく向上

した場合は 【４→４→５＝５ 【３→３→４＝４】などの評定になることもあり得る。次に示、 】

すとおり、校内での共通理解が大切である。

４ 観点別学習状況の総括及び評定をする場合の配慮事項

本事例に示した題材、学期末、学年末における総括及び評定の仕方については、あくまでも例

であり、他にも様々な考え方や方法がある。

各学校や教科部等で、観点別状況の総括及び評定についての考え方や方法について十分に共通

理解を図るとともに 「重点を置いた評価規準」や「個人内評価」の総括への生かし方について、

検討をする必要がある。

さらに、保護者から説明を求められた際にわかりやすく説明することができるよう、評価に関

する記録を残し、資料を整えておくことが大切である。


